
子ども・若者、子育て家庭を
応援する新しい「こども計画」

できました！
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筑紫野市

こども計画
令和７年度～令和11年度

概要版

　少子高齢化が進行し、子どもや子育て家庭を取り巻く環境が変化しています。子どもの貧困、ヤングケアラーの存
在、虐待報告件数の増加など、子どもを巡る社会課題が顕在化しているといわれます。このような中、令和５年４月
には、こども基本法が施行されるなど、全ての子ども・若者がひとしくその権利擁護が図られ、幸せな状態で生活す
ることができる「こどもまんなか社会」を目指すこととなりました。
　本市においても、令和2年3月に策定した「第2期筑紫野市子ども・子育て支援事業計画」の見直しに伴い、少子
化対策だけでなく、子どもの貧困対策や若者の育成支援などを加えた「筑紫野市こども計画」を策定し、これまで
以上に、子どもや若者とその家庭に対して包括的な支援に取り組みます。

　0歳から39歳までの子ども・若者およびその家庭を対象とします。

　計画期間は令和7年度から令和11年度までの5年間とします。

計画の趣旨

計画の対象

計画の期間
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5年後の達成を目指して、目標値を掲げています

５年後の達成を目指して、成果指標を設定しています。一部を紹介します。

成果指標内容 基準値 目標値

44.6% 52.3%子ども・若者が安心して過ごせる場がつくられてい
ると思う市民の割合

73.8% 78.1%子どもの人権に関する相談窓口を知っている
市民の割合

１．ライフステージ共通

8.5％ 20.4%

73.8％ 81.6％

妊娠、出産、子育てに関する相談窓口の認知度

保育サービスの満足度

2.妊娠期・乳幼児期（就学前）

478件 900件

2件 10件

子ども・若者の悩みに関する相談対応件数

暮らしの困りごと相談における就労準備支援の
新規支援件数

４．青年期（高校生年代以上）

94.4％ 95.0%子育てが楽しいと思う保護者の割合

69.9% 65.7%子育てに関する経済的不安がある保護者の割合

15.5％ 25.0%男女があらゆる分野で平等に参画できている
と思う市民の割合

５．子育て当事者

小学生　81.5％
中学生　75.5％

小学生　88.0％
中学生　87.0％

小学生　91.0％
中学生　89.0％

小学生　94.0％
中学生　93.0％

学校に行くのは楽しいと思う子どもの割合

学校の授業以外で体験活動をしている子どもの割合

３．学童期・思春期（小・中学生）

成果指標

筑紫野市こども計画（概要版）
令和７年３月
発行　筑紫野市　こども部　こども政策課
〒８１８－８６８６　福岡県筑紫野市石崎１丁目１－１

※掲載している目標値は一部です。
※筑紫野こども計画の全文は、QRコードから
　ご覧いただけます。

子どもの権利

さまざまな権利があります
　子どもは、今を生きる一人の人間として、かけがえのない存在です。子どもには、人間として健やかに生きていくため
の当然の権利があります。また、子どもたちは、筑紫野市を引き継ぎ、未来へとつないでいく役割を担う存在でもあります。
　全ての子ども・若者が身体的・精神的・社会的に幸福な生活を送ることができる「こどもまんなか社会」の実現に向け
て、日本国憲法、こども基本法および児童の権利に関する条約の精神にのっとり、子どもや若者の意見を尊重し、多様性
を認めながら、国や県、関係機関と連携して取り組んでいく必要があります。

「生きる権利」
健康に配慮され、適切な医
療が保障され、成長にふさ
わしい生活ができる権利
があります。

「参加する権利」
自己表現又は自分に関すること
の意見が尊重され、仲間を作っ
たり、社会に参加したりする機
会が守られる権利があります。

「守られる権利」
暴力や差別を受けない権
利があります。自分に関す
る情報が不当に収集され
ない権利もあります。

「育つ権利」
自分に役立つ情報を知り、
さまざまな文化、芸術及び
スポーツに触れ楽しむ権利
があります。

計画の基本理念

みんなで育もう！
ウェルビーイングのまちづくり
子ども・若者が未来に希望を
抱く筑紫野市を目指して

　子どもや若者の成長と自立のためには、地域、学校、企
業、行政などの社会全体が一体となって、子ども・若者と
その家庭を支え、子どもを産み育てやすい環境を整えな
がら、子ども・若者の健やかな育ちを温かく見守り、地域
全体で子ども・若者を育てていくことが何よりも大切で
す。このような考えのもと、“みんなで育もう！ウェルビー
イングのまちづくり　子ども・若者が未来に希望を抱く
筑紫野市を目指して”を本計画の基本理念として定めま
した。この基本理念のもと、各種施策に取り組みます。

【ウェルビーイング】
「ウェルビーイング」（Well-being）は well（良い）とbeing（状
態）からなる言葉です。身体的、精神的、社会的に将来に
わたって良い状態、幸せな状態のことです。

社会的

こころ

Well-being

からだ
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計画の体系と取組

子ども・若者、子育ての当事者への
幅広い支援策を展開します

　子どものライフステージごとにテーマを設定し、それを実現するための基本施策、主な基本事業、主な取組、成果指
標を明らかにします。また、特定のライフステージだけではなく、子どものライフステージを通して取り組むべきことや、
子育ての当事者である保護者への支援も施策を展開していきます。

　第２期筑紫野市子ども・子育て支援事業計画の成果や、こども大綱、市民へのアンケート、子ども・若者の意見聴取な
どによる現状と課題などを踏まえて、今後の施策を展開します。

ライフステージ共通

① 子どもの権利保障の推進

基本施策 目指す姿

② 子どもの居場所づくりの推進

子どもの人権がまもられ、健やかに育まれるようになっています。

年齢を問わず、安全に安心して過ごせる多くの居場所を持つこと
ができています。

子どもの貧困世帯が適切な支援を受けることで、子ども・若者が
幸せな状態で成長できるようになっています。

障がいの特性や能力に応じた専門的な相談支援により、障がいを
持つ子ども・若者や、その家族が抱える不安や負担が軽減されて
います。

③ 子どもの貧困対策の推進

④ 障がい児支援の充実

妊娠期・乳幼児期（就学前）

⑤ 妊娠・出産・乳幼児期の
    切れ目ない支援の充実

⑥ 幼児教育・保育の充実

⑦ 地域での子育て支援の充実

妊娠期から子育て期までを通して、切れ目のない相談支援を受け
ることができるようになっています。

安心して保育所などに子どもを預け、働くことや、幼児教育を受け
ることができるようになっています。

子育ての相談や交流の場が地域に広がり、不安や負担が解消され
ています。

基本施策 目指す姿

子育て当事者

子育てが楽しく、安心して子どもを産み育てることができていま
す。

家庭環境や経済的事情による負担が軽減され、子どもを育てるこ
とができています。

ひとり親家庭の子どもが適切な支援を受けながら、心身ともに健
やかに育成されています。

⑬ 子育て世代にやさしい
    環境づくりと仕事と
    子育ての両立支援

⑭ 経済的支援の充実

⑮ ひとり親支援の充実

基本施策 目指す姿

学童期・思春期（小・中学生） 

子どもたちが確かな学力、豊かな心、健やかな体を育みながら、充
実した学校生活を送っています。

体験活動、社会参加、世代間交流などの子ども・若者が育まれ、成
長する機会が充実しています。

地域の人材や学習資源が活かされ、地域の教育力が向上するとと
もに、地域と共に開かれた学校づくりが進められています。

⑧ 学校教育の充実

⑨ 学習機会・体験活動の充実

⑩ 学校・家庭・地域の協働促進

基本施策 目指す姿

青年期（高校生年代以上）

⑪ 次代を担う若者の育成

⑫ 若者の就学・就労など自立に
    向けた支援の推進

基本施策 目指す姿

若者が安心して集い、悩みを打ち明け、交流できる場所がつくられ
るとともに、事件や事故に巻き込まれることなく、健やかに成長し
ています。

若者が自らの適性などを理解した上で、職業や進学などのライフ
イベントで選択することができています。
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子ども・子育て支援サービス

地域のニーズにこたえる
支援サービスを提供します

教育・保育の認定

　子ども・子育て支援事業計画では、アンケート調査などから把握した地域のニーズをもとに、将来、保育所や幼稚園な
どの事業、子育て支援のためのサービスがどの程度必要になるのかを推計し、量の見込み（潜在的なニーズ量を含む）を
計算しました。
　量の見込みと現在提供できているサービスなど確保の方策を比較し、不足している場合は計画期間の5年間で必要
量を整備します。

２号認定Ⅱ・３号認定の量の見込みと供給可能な量は以下の通りです。
(人)

年　　度 令和７年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

量の見込み

供給可能な量

過不足

２,６２７

３，１５２

５２５

２,５４８

３，１５２

６０４

２,４５２

３，１５２

７００

２,３４９

３，１５２

８０３

２,２５０

３，１５２

９０２

認定区分 対象者(子ども) 利用施設

1号認定

2号認定

3号認定

満3歳以上～小学校就学前の子どもで、教育を希望する場合

満3歳以上～小学校就学前の子どもで、「保育の必要な事
由」に該当し、保育所などでの保育を希望する場合

満3歳未満の子どもで、「保育の必要な事由」に該当し、保
育所などでの保育を希望する場合

認定こども園・幼稚園など

認定こども園・保育所など

認定こども園・保育所など

各年度の見込みと供給量

１号認定・２号認定Ⅰの量の見込みと、供給可能な量は以下の通りです

　子ども・子育て支援新制度では、希望する教育・保育施設を利用するために、それぞれの事由や時間に応じて、市から
保育の必要性の認定を受けた上で申し込みをします。

(人)

年　　度 令和７年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

９６３

1,719

756

９５９

1,719

760

９４９

1,718

769

９４０

1,717

777

９３０

1,716

786

量の見込み

供給可能な量

過不足

地域子ども・子育て支援事業
（一部のみ掲載）

年　　度事業の名称 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

656
656

2,436
2,436

１０,１９４
１０,１９４

８１２
８１２

１，６９５
１，６９５
１，００６
１，００６

１０
１０
７０
７０
５００
５００

３０,７４０
３０,７４０
５,２２０
１３,５００

８９５
８９５
６６６

１,９２０
３5
３5

１,７１５
１,７１５

662
662

2,457
2,457

１０,２８２
１０,２８２

８１９
８１９

１，７０９
１，７０９
１，０１６
１，０１６

１０
１０
７０
７０
５０５
５０５

３１,０５９
３１,０５９
５,２７２
１３,５００

９０５
９０５
６７３

１,９２０
３６
３６

１,７３２
１,７３２

668
668

2,478
2,478

１０,３６９
１０,３６９

８２６
８２６

１，７２４
１，７２４
１，０２５
１，０２５

１０
１０
７１
７１
５１０
５１０

３１,３７９
３１,３７９
５,３２３
１３,５００

９１４
９１４
６８０

１,９２０
３６
３６

１,７１５
１,７１５

674
674

2,499
2,499

１０,４５７
１０,４５７

８３３
８３３

１，７３９
１，７３９
１，０３５
１，０３５

１０
１０
７２
７２
５１４
５１４

３１,６９９
３１,６９９
５,３７５
１３,５００

９２３
９２３
６８７

１,９２０
３６
３６

１,６９８
１,６９８

678
678

2,514
2,514

１０,５２０
１０,５２０

８３８
８３８

１，７４９
１，７４９
１，０３７
１，０３７

１０
１０
７２
７２
５１７
５１７

３１,８５３
３１,８５３
５,４０５
１３,５００

９２８
９２８
６９０

１,９２０
３６
０

１,６６５
１,６６５

量の見込み
供給可能な量

量の見込み
供給可能な量
量の見込み

供給可能な量

量の見込み
供給可能な量

量の見込み
供給可能な量
量の見込み
供給可能な量

量の見込み
供給可能な量

量の見込み

供給可能な量
量の見込み

供給可能な量
量の見込み
供給可能な量
量の見込み
供給可能な量
量の見込み
供給可能な量

量の見込み
供給可能な量

量の見込み
供給可能な量
量の見込み

供給可能な量

地域子育て支援拠点事業
（回※月当たり延べ利用回数）

妊婦等包括相談支援事業
（回※年間延べ利用回数）

妊婦健康診査事業
（健診回数）

乳児家庭全戸訪問事業
（人※年間実人数）

産後ケア事業
（人※年間延べ利用者数）

子育て世帯訪問支援事業
（人※年間延べ利用者数）

養育支援訪問事業
（人※年間実人数）

子育て短期支援事業
（人※年間延べ利用者数）

時間外保育事業（延長保育）
（人※年間実人数）

一時預かり（幼稚園）
（人※年間延べ利用者数）

一時預かり（その他）
（人※年間延べ利用者数）

ファミリー・サポート・センター
（人※年間延べ利用者数）

病児保育事業
（人※年間延べ利用者数）

児童育成支援拠点事業
（人※年間実人数）

放課後児童クラブ
（人※年間実人数）



5 6

子ども・子育て支援サービス

地域のニーズにこたえる
支援サービスを提供します

教育・保育の認定

　子ども・子育て支援事業計画では、アンケート調査などから把握した地域のニーズをもとに、将来、保育所や幼稚園な
どの事業、子育て支援のためのサービスがどの程度必要になるのかを推計し、量の見込み（潜在的なニーズ量を含む）を
計算しました。
　量の見込みと現在提供できているサービスなど確保の方策を比較し、不足している場合は計画期間の5年間で必要
量を整備します。

２号認定Ⅱ・３号認定の量の見込みと供給可能な量は以下の通りです。
(人)

年　　度 令和７年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

量の見込み

供給可能な量

過不足

２,６２７

３，１５２

５２５

２,５４８

３，１５２

６０４

２,４５２

３，１５２

７００

２,３４９

３，１５２

８０３

２,２５０

３，１５２

９０２

認定区分 対象者(子ども) 利用施設

1号認定

2号認定

3号認定

満3歳以上～小学校就学前の子どもで、教育を希望する場合

満3歳以上～小学校就学前の子どもで、「保育の必要な事
由」に該当し、保育所などでの保育を希望する場合

満3歳未満の子どもで、「保育の必要な事由」に該当し、保
育所などでの保育を希望する場合

認定こども園・幼稚園など

認定こども園・保育所など

認定こども園・保育所など

各年度の見込みと供給量

１号認定・２号認定Ⅰの量の見込みと、供給可能な量は以下の通りです

　子ども・子育て支援新制度では、希望する教育・保育施設を利用するために、それぞれの事由や時間に応じて、市から
保育の必要性の認定を受けた上で申し込みをします。

(人)

年　　度 令和７年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

９６３

1,719

756

９５９

1,719

760

９４９

1,718

769

９４０

1,717

777

９３０

1,716

786

量の見込み

供給可能な量

過不足

地域子ども・子育て支援事業
（一部のみ掲載）

年　　度事業の名称 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

656
656

2,436
2,436

１０,１９４
１０,１９４

８１２
８１２

１，６９５
１，６９５
１，００６
１，００６

１０
１０
７０
７０
５００
５００

３０,７４０
３０,７４０
５,２２０
１３,５００

８９５
８９５
６６６

１,９２０
３5
３5

１,７１５
１,７１５

662
662

2,457
2,457

１０,２８２
１０,２８２

８１９
８１９

１，７０９
１，７０９
１，０１６
１，０１６

１０
１０
７０
７０
５０５
５０５

３１,０５９
３１,０５９
５,２７２
１３,５００

９０５
９０５
６７３

１,９２０
３６
３６

１,７３２
１,７３２

668
668

2,478
2,478

１０,３６９
１０,３６９

８２６
８２６

１，７２４
１，７２４
１，０２５
１，０２５

１０
１０
７１
７１
５１０
５１０

３１,３７９
３１,３７９
５,３２３
１３,５００

９１４
９１４
６８０

１,９２０
３６
３６

１,７１５
１,７１５

674
674

2,499
2,499

１０,４５７
１０,４５７

８３３
８３３

１，７３９
１，７３９
１，０３５
１，０３５

１０
１０
７２
７２
５１４
５１４

３１,６９９
３１,６９９
５,３７５
１３,５００

９２３
９２３
６８７

１,９２０
３６
３６

１,６９８
１,６９８

678
678

2,514
2,514

１０,５２０
１０,５２０

８３８
８３８

１，７４９
１，７４９
１，０３７
１，０３７

１０
１０
７２
７２
５１７
５１７

３１,８５３
３１,８５３
５,４０５
１３,５００

９２８
９２８
６９０

１,９２０
３６
０

１,６６５
１,６６５

量の見込み
供給可能な量

量の見込み
供給可能な量
量の見込み

供給可能な量

量の見込み
供給可能な量

量の見込み
供給可能な量
量の見込み
供給可能な量

量の見込み
供給可能な量

量の見込み

供給可能な量
量の見込み

供給可能な量
量の見込み
供給可能な量
量の見込み
供給可能な量
量の見込み
供給可能な量

量の見込み
供給可能な量

量の見込み
供給可能な量
量の見込み

供給可能な量

地域子育て支援拠点事業
（回※月当たり延べ利用回数）

妊婦等包括相談支援事業
（回※年間延べ利用回数）

妊婦健康診査事業
（健診回数）

乳児家庭全戸訪問事業
（人※年間実人数）

産後ケア事業
（人※年間延べ利用者数）

子育て世帯訪問支援事業
（人※年間延べ利用者数）

養育支援訪問事業
（人※年間実人数）

子育て短期支援事業
（人※年間延べ利用者数）

時間外保育事業（延長保育）
（人※年間実人数）

一時預かり（幼稚園）
（人※年間延べ利用者数）

一時預かり（その他）
（人※年間延べ利用者数）

ファミリー・サポート・センター
（人※年間延べ利用者数）

病児保育事業
（人※年間延べ利用者数）

児童育成支援拠点事業
（人※年間実人数）

放課後児童クラブ
（人※年間実人数）
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5年後の達成を目指して、目標値を掲げています

５年後の達成を目指して、成果指標を設定しています。一部を紹介します。

成果指標内容 基準値 目標値

44.6% 52.3%子ども・若者が安心して過ごせる場がつくられてい
ると思う市民の割合

73.8% 78.1%子どもの人権に関する相談窓口を知っている
市民の割合

１．ライフステージ共通

8.5％ 20.4%

73.8％ 81.6％

妊娠、出産、子育てに関する相談窓口の認知度

保育サービスの満足度

2.妊娠期・乳幼児期（就学前）

478件 900件

2件 10件

子ども・若者の悩みに関する相談対応件数

暮らしの困りごと相談における就労準備支援の
新規支援件数

４．青年期（高校生年代以上）

94.4％ 95.0%子育てが楽しいと思う保護者の割合

69.9% 65.7%子育てに関する経済的不安がある保護者の割合

15.5％ 25.0%男女があらゆる分野で平等に参画できている
と思う市民の割合

５．子育て当事者

小学生　81.5％
中学生　75.5％

小学生　88.0％
中学生　87.0％

小学生　91.0％
中学生　89.0％

小学生　94.0％
中学生　93.0％

学校に行くのは楽しいと思う子どもの割合

学校の授業以外で体験活動をしている子どもの割合

３．学童期・思春期（小・中学生）

成果指標

筑紫野市こども計画（概要版）
令和７年３月
発行　筑紫野市　こども部　こども政策課
〒８１８－８６８６　福岡県筑紫野市石崎１丁目１－１

※掲載している目標値は一部です。
※筑紫野こども計画の全文は、QRコードから
　ご覧いただけます。

子どもの権利

さまざまな権利があります
　子どもは、今を生きる一人の人間として、かけがえのない存在です。子どもには、人間として健やかに生きていくため
の当然の権利があります。また、子どもたちは、筑紫野市を引き継ぎ、未来へとつないでいく役割を担う存在でもあります。
　全ての子ども・若者が身体的・精神的・社会的に幸福な生活を送ることができる「こどもまんなか社会」の実現に向け
て、日本国憲法、こども基本法および児童の権利に関する条約の精神にのっとり、子どもや若者の意見を尊重し、多様性
を認めながら、国や県、関係機関と連携して取り組んでいく必要があります。

「生きる権利」
健康に配慮され、適切な医
療が保障され、成長にふさ
わしい生活ができる権利
があります。

「参加する権利」
自己表現又は自分に関すること
の意見が尊重され、仲間を作っ
たり、社会に参加したりする機
会が守られる権利があります。

「守られる権利」
暴力や差別を受けない権
利があります。自分に関す
る情報が不当に収集され
ない権利もあります。

「育つ権利」
自分に役立つ情報を知り、
さまざまな文化、芸術及び
スポーツに触れ楽しむ権利
があります。

計画の基本理念

みんなで育もう！
ウェルビーイングのまちづくり
子ども・若者が未来に希望を
抱く筑紫野市を目指して

　子どもや若者の成長と自立のためには、地域、学校、企
業、行政などの社会全体が一体となって、子ども・若者と
その家庭を支え、子どもを産み育てやすい環境を整えな
がら、子ども・若者の健やかな育ちを温かく見守り、地域
全体で子ども・若者を育てていくことが何よりも大切で
す。このような考えのもと、“みんなで育もう！ウェルビー
イングのまちづくり　子ども・若者が未来に希望を抱く
筑紫野市を目指して”を本計画の基本理念として定めま
した。この基本理念のもと、各種施策に取り組みます。

【ウェルビーイング】
「ウェルビーイング」（Well-being）は well（良い）とbeing（状
態）からなる言葉です。身体的、精神的、社会的に将来に
わたって良い状態、幸せな状態のことです。

社会的

こころ

Well-being

からだ


